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日本産褐藻タマハハキモクとノコギリモク（ヒバマタ目）の光合成における環境要因

の影響 (The effects of some environmental factors on the photosynthesis of two brown 

algae, Sargassum muticum and Sargassum macrocarpum (Fucales) from Japan) 

褐藻ホンダワラ科海藻 2 種，潮間帯下部に生育するタマハハキモク Sargassum 

muticumと漸深帯に生育するノコギリモクSargassum muticumの光合成における光量，

波長，温度，乾燥，塩分の応答について，溶存酸素センサーおよびパルス変調クロ

ロフィル蛍光測定（PAM）を用いて研究を行った。タマハハキモクでは，水温 8，20，

28°C での光合成・光曲線で，最大純光合成速度（NPmax）と飽和光量が 28°C で最も

高い値を示した。光量 200 µmol photons m-2s-1（以下 µmol），水温 8～36°C で行われ

た光合成温度曲線では 19.5°C で最大光合成速度を示し，繁茂・成熟期の水温と一致

する結果となった。量子収率に対する水温（4～36°C）の応答（72 時間）では，最大

量子収率（Fv/Fm）が 8～28°C で 0.60を超える高い値を維持したが，32°C 以上の高温

では低下した。光量 200，1000 µmol，水温 8，20，28°C の組み合わせによる複合ス

トレスに対する量子収率の応答では，低温（8°C）と強光（1000 µmol）の組み合わ

せで量子収率が著しく低下し，12時間の暗馴致を行っても値は初期値まで回復せず，

低温強光による複合ストレスが示唆された。ノコギリモクでは，赤（660 nm），緑（525 

nm），青（450 nm）の LEDと白色光（メタルハライドランプ）の 4色の光を用い，

水温 24°C で光合成・光曲線を測定した結果，青色光が白色光と同等の高い NPmaxを

示し，漸深帯まで届く青色光を効率的に光合成に使用している可能性が示唆された。

量子収率の温度応答として，光量 0，50 µmol の 2条件，水温 4~36°C で Fv/Fmと実効

量子収率 ΔF/Fm'を測定した結果，0 µmol（Fv/Fm）と 50 µmol（ΔF/Fm'）の両方におい

て 12～28°C で高い値を維持し，それ以上の高温では値は低下した。しかし，低温 8°C

では ΔF/Fm'のみ値が低下し，低温下での光ストレスの可能性が示唆された。また，

乾燥に対する応答では，2 種がそれぞれ異なる応答を示した。タマハハキモクでは

20°C，湿度 50％の条件において，乾燥 2 時間以上で ΔF/Fm'が低下したが，組織中の

含水率（AWC）が 20％以上であれば ΔF/Fm'は再浸積後に回復し，乾燥からの回復に

対して高い耐性が示唆された。一方，ノコギリモクでは 24°C，湿度 50％の条件にお

いて，45分以上の乾燥で ΔF/Fm'が著しく低下し，AWC が 50％を下回ると 24時間再

浸積後にも回復しなかった。これらの結果から，漸深帯に生育するノコギリモクは

乾燥に対して比較的弱い可能性が示唆された。また，ノコギリモクを塩分 0〜80 psu

の 11 条件で 3日間培養した結果，20~40 psu の範囲で ΔF/Fm'が維持されたことから，

狭塩性の傾向を示した。これらの結果から，2種はそれぞれの生育環境に適応した光

合成応答を示し，ノコギリモクは深所まで届く青色光を効率的に利用できること，

安定した塩分環境と干満で干出しない環境に生育することから，これらの耐性が低

いことが示唆された。一方，タマハハキモクは幅広い水温，光量への適応，乾燥強

い耐性を有し，幅広い生育環境に適応することで，移入種として海外へ分布拡大し

ていることに関連している可能性が示唆された。 

 


